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第5回 東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリーの競技規則  

平成15年 7月10日 

 

 

第5回 東日本ジュニア・ラグビー菅平ジャンボリーの競技規則 

 
関東ラグビーフットボール協会 

レフリー委員会 

 

 

 第5回 東日本ジュニア・ラグビー菅平ジャンボリーの競技規則は、大会実施要領第11項のとおり

日本ラグビーフットボール協会制定の平成15年度（2003～2004）競技規則および19才未満標準競技

規則、高専・高校以下の為の特別競技規則、ならびに『ジュニア・ラグビーの競技規則』に準ずる

ものとするが、本大会特別競技規則については、“下線“ をもって表示した。 

 なお、今回、本大会の特別競技規則だけでなく、ジュニア・ラグビー全般の競技規則についても

特に重要だと思われる部分については、書き出すと共に補足説明も付け加え、プレヤー・レフ

リー・チーム間でのルールに関する意思統一と確認を行いたい。 

 また、本大会において、7月初旬に行われた関東ラグビーフットボール協会普及育成委員会中学生

担当会で承認されたラインアウトの『試験的実施措置』を行うこととなり、それについても特別競

技規則（第19条(1)(2)および7.）として盛り込んだ。本措置は下記のとおり。 

 

 現行のルール 

・ラインアウトは、5人のラインアウトプレーヤー（ラインアウトに並んでいるプレーヤー）が、

タッチラインより5メートルから10メートルの間に並んで形成される。 

 

 試験的実施措置 

・ラインアウトは、 

  ① 2人から5人のラインアウトプレーヤー（ラインアウトに並んでいるプレーヤー）が 

  ② タッチラインより5メートルから15メートルの間に並んで形成される。 

 

但し、この試験的実施措置では、 

(a) クイックスローインは認められない。 

(b) ラインアウトに並ぶ人数は、ボールを投入する側が決定する。人数を5人より少なくする

場合、必ず、相手側にその人数を伝えなければならない。 

(c) レフリーは、相手方が人数をそろえるための時間を与えなければならない。 

 

という制約をつけた。この『試験的実施措置』は、あくまで本大会においてのみ適用される。 

 

 最後に、2003年ルール改正において、ラインアウトのサポートについて「跳び上がる味方プレー

ヤーのウエストよりも下をサポートしてはならない」という項目が19才未満標準競技規則より削除

されたが、7月初旬に行われた日本ラグビーフットボール協会普及育成委員会ジュニア・ラグビー

ルール検討委員会で、本年度はこの改正をジュニア・ラグビーには適用せず、従来どおりサポート

の位置はウエストで行うことが確認されたことを報告いたします。 

 

 

文責：レフリー委員会 徳留 誠 
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第１条 グラウンド 
【変更】 

 タッチラインとタッチラインの間を70メートル以内とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３条 プレヤーの人数 
【原文】（ジュニア・ラグビーの競技規則） 

 (1)双方12名以内のプレーヤーによって行なう。 

 (2)リザーブの登録は、必ずフロントローのプレーヤーを含

めて10名以内とし、全員の交替を認める。 

 注意事項 

(i) チームのメンバーの登録は22名とし、前後半で少な

くとも4名の交替をを行うことを原則とする。 

   ただし、チームのメンバーが22名に持たない場合

は、当事者間の話合い、主催者の決定により別途登

録人数、交替人数を規定することができる。 

(ⅱ)試合に当たっては、当事者間の話合い、主催者の決

定により体重制、年齢制を導入することができる。 

 

    

 

 

 

 

 

 

7 正式の交替 

【追加】 

 負傷したプレーヤーの交替は、必ずドクターの判断で行な

う。 

 

10 一時的交替 

【変更】 

 (a)出血をおさめるか開いた傷口を覆うかの両方、またはい 

 

【原文】（ジュニア・ラグビーの競技規則） 

 タッチラインとタッチラインの間を

60メートル以内とする。 

 

《補足》 

現在、ほとんどの場合、15人制のグ

ラウンドをそのまま使用している現

状と横への展開重視の観点から15人

制と同じ広さとする。 

 但し、ラインアウトにおける反則の

後の再開の位置は、タッチラインか

ら15mの位置とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

《補足》 

 交流を目的とする本試合（ジャンボ

リー大会）においては、入替えは

ハーフタイムのみとし、全員の入替

えを認めてもよい。したがって、後

半に負傷者が出た場合、入替ったプ

レーヤーの再出場を認める。 

 

《補足》 

交流を目的とする試合の場合、その

性質上、登録されたプレーヤー全員

が少なくとも試合の半分以上の出場

を目的とするため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【原文】 

 (a)出血をおさめるか開いた傷口を覆 

原文・変更・追加・その他 備 考 
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ずれか一方の処置を受けるため競技区域からプレーヤー

が出たときは、一時的交替を認める。 

   また、出血をともなわなくても、ドクターの治療を要す

る場合ならびにコンタクトレンズの入れ替えの場合にも

これを認める。 

     一時的に交替されたプレーヤーが競技区域から出て経過

時間15分以内にフィールドオブプレーに戻らない場合、

一時的交替をしたプレーヤーは正式な交替となる。元の

一時的に交替されたプレーヤーはフィールドオブプレー

に戻ってはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 入替ったプレーヤーが再度試合に加わること 

【変更】 

 負傷によるものでなく入替ったプレーヤーは、負傷したプ

レーヤー、または、出血・打撲等の治療やコンタクトレン

ズの入れ替えを行うプレーヤーの代わりにその試合に再び

加わることができる。ただし、チームにその試合に出場し

ていないプレーヤーがいない場合に限る。 

 

 

 

 

 

 

 

第４条 プレヤーの服装 
【原文】（注）国内高専・高校以下用 

 プレーヤーは試合中ヘッドキャップを着用しなければなら

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うかの両方、またはいずれか一

方の処置を受けるため競技区域

からプレーヤーが出たときに

は、一時的交替を認める。一時

的に交替されたプレーヤーが競

技区域から出て経過時間15分以

内にフィールドオブプレーに戻

らない場合、一時的交替をした

プレーヤーは正式な交替とな

る。元の一時的に交替されたプ

レーヤーはフィールドオブプ

レーに戻ってはならない。   

 

《補足》 

一時的交替の範囲を出血の治療だけ

でなく、打撲等の治療やコンタクト

レンズの入れ替えにまで広げた。 

 

 

 

【原文】 

 入替わったプレーヤーは、たとえ負

傷したプレーヤーの交替としても、

その試合に再び加わることはできな

い。  

 

《補足》 

ハーフタイムにリザーブ全員の交替

をする場合、交替後に負傷者が出た

場合に両チームの人数を合わせるた

めの措置。 

 

 

 

《指導項目》 

レフリーは、プレーヤーのヘッド

キャップの顎紐部分が結ばれていな

い場合は、きちんと結ぶよう注意を

する。 

 

《補足》 

安全対策上の義務行為である 

 

《指導項目》 

プレーヤーのジャージがはだけた 

変更・追加・その他 備 考 
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第５条 試合時間 
【変更】 

 試合時間は40分以内とし、相等しい時間の前後半に分けて

行う。 

 また、14才未満のチームによる試合は、試合時間を30分以

内とし、相等しい時間の前後半に分けて行う。 

 (2)ハーフタイムの休憩時間は5分以内とする。 

 (3)ハーフタイム後、サイドを交換する。 

 

 

 

5 失われた時間の延長 

【変更】 

 原則として、プレーヤーの負傷、プレーヤーの服装の変

更、プレーヤーの交替と入替えにより失われた時間の延長

は行わない。 

 

 

 

 

 

 

第６条 マッチオフィシャル 
1 レフリーの指名 

【変更】 

 レフリーは、試合主催者が指名する。レフリーの指名がな

ければ、両チームが協議の上レフリーを決定する。双方の

協議がまとまらない場合には、ホームチームが指名する。  

 また、タッチジャッジについても、上記の方法で指名す

る。 

 

3 試合前のレフリーの職務 

【原文】 

 (a)トス 

レフリーはトスを行わせる。一方のキャプテンが硬貨を投

げ、他方のキャプテンが表裏を言う。トスの勝者は、キッ 

 

り、ストッキングがずり落ちた状態

ではプレーをさせない。 

 

《補足》 

プレーヤーに常に正しい服装でプ

レーをさせる意識をつけさせるため

の措置。 

 

 

 

【原文】（ジュニア・ラグビーの競技規則） 

 試合時間は40分以内とし、相等しい

時間の前後半に分けて行う。 

 (2)ハーフタイムの休憩時間は5分以   

   内とする。 

   

《補足》 

14才未満のチームの試合は、15分

ハーフで行う。 

 

 

【原文】 

 失われた時間の延長は、その遅延が

起こった前後半それぞれの中で行

う。 

 

《補足》 

いわゆる、ロスタイムによる試合時

間の延長は行わない。 

 

 

 

 

【原文】 

 レフリーは、試合主催者が指名す

る。レフリーの指名がなければ、両

チームが協議の上レフリーを決定す

る。双方の協議がまとまらない場合

には、ホームチームが指名する。  

 

 

 

《補足》 

複数の試合を同じグラウンドで続け

て行う場合、前試合のハーフタイム 

変更・追加・その他 備 考 
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クオフか、サイドかのいずれかを選択する。 

トスの勝者が、サイドを選択した場合には、相手側はキッ

クオフを選択しなければならない。逆もまた同様である。 

 (b)プレーヤーの服装の点検 

レフリーはプレーヤーの服装を点検して、第４条に反して

いないか確認しなければならない。 

レフリーはこの服装点検の責任をタッチジャッジに委任し

てもよい。   

 (c)タッチジャッジ 

レフリーはタッチジャッジの職務に関して指示することが

できる。 

   

【追加】 

(d)レフリーは、原則として、試合開始20分前に両チームの

スクラムに関わるプレーヤーを呼び寄せ、スクラムを組

ませて正しく組めているか確認する。 

 

 

第10条 不正なプレー 
4 危険なプレー、不行跡 

(e)危険なタックル 

 いずれのプレーヤーも、相手側プレーヤーに、早すぎる

タックル、遅すぎるタックル、または危険なタックルをし

てはならない。 

 いずれのプレーヤーも、相手側プレーヤーの肩の線より

上ヘタックル、あるいはタックルしようとすることもして

はならない。相手の頸部、または頭部へのタックルは危険

なプレーである。 

 スティファームタックルは危険なプレーである。スティ

ファームタックルとは腕を伸ばして相手側プレーヤーに打

ち付けるようなタックルのことである。 

 ボールを持っていないプレーヤーに対しプレーすること

は、危険なプレーである。 

 危険なタックルであるか否かを決定するのはレフリーで

ある。レフリーは、タックラーの外見上から察せられる意

図や、タックルの性質、タックルされたり突き倒されたプ

レーヤーの無防備な体勢など、周囲の状況を考慮する。こ

れらのいずれも、大怪我の原因になりうる。 

 危険なタックルはすべて、厳重に罰しなければならな

い。この種の不正なプレーをするプレーヤーは退場させな 

ければならない。アドバンテージが適用されることもある

が、その反則がほぼ間違いなくトライを得ることを妨げた

と認めたとさは、ペナルティトライを与えなければならな

い。 

 いずれのプレーヤーも、地面から両足が離れている相手 

 

にトスを行う。 

 

 

《補足》 

スタイルチェックは、トスの前に行

う。 

 

 

 

 

 

 

《指導項目》 

試合前に模擬スクラムを組み、スク

ラムの姿勢、足の位置等をレフ

リー・プレーヤー双方が確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《補足》 

肩の線より上（頚部や頭部へのハイ

タックル）へのタックルだけでな

く、相手の襟を持つことも危険な

タックルである。 

 また、相手をつかまず突き倒すプ

レーや頭突き、相手を掴んで振り回

す行為はタックルではなく危険なプ

レーである。また、無防備なプレー

ヤーに対するチャージも危険なプ

レーである。 

  

《指導項目》 

レフリーは、これらの危険なタック 

ルや危険なプレーに対しては、躊躇

なく笛を吹き、きちんと指導する。 

 

変更・追加・その他 備 考 
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側プレーヤーをタックルしてはならない。 

 

★例外 

ボールを持ちトライするために飛び込んでいるプレー

ヤーをタックルしようとしてもよい。   

 

 

（注）国内高専・高校以下用   

本則で規定された場合に加え、次のプレーは危険なプレー

である。 

(a)頭突き、体当たりおよび頭の下がったタックル 

(b)ボールを持っているプレーヤーが故意に肘または膝を前

に出して相手に当たること。 

 

罰 ペナルティキック 

 

 

一時的退出（シン・ビン）制度国内運用細則 

【変更】 

 (c) 一時的退出（シン・ビン）の時間は5分間とし、ハーフ

タイムの休憩時間は含まない。 

後半、そのプレーヤーが入替わる場合、そのポジション

のプレーヤーは一時的退出（シン･ビン）が解けるまで

出場することができない。 

一時的退出（シン・ビン）は、ノーサイドにより自動的

に終了する。   

  

 

 

 

第14条 地上にあるボール 
【原文】 

2 地上に横たわっているプレーヤーがしてはならないこと 

(a)ボールの上、またはボールの周辺に横たわること 

  プレヤーは、ボールの上、またはボールに近接して横た

わって、相手がボールを獲得するのを妨げてはならな

い。 

(b)ボールを持って地上に横たわっているプレーヤーを越え

て倒れこむこと 

  プレーヤーは、ボールを持って地上に横たわっているプ 

  レーヤーの上に、またはそのようなプレーヤーを越えて

故意に倒れ込んではならない。 

(c)ボールに近接して地上に横たわっているプレーヤーを越

えて倒れ込むこと 

  プレーヤーはボールを中にして、またはボールに近接し 

 

 

 

《補足》 

また、セービングをして立ち上がる

前のプレーヤーに対するタックル

は、危険なプレーである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【原文】 

 (c) 一時的退出の時間は10分間とし、

ハーフタイムの休憩時間は含まな

い。ノーサイドにより自動的に終

了する。   

 

《補足》 

中学生といえども、厳しく対処すべ

き時にはシン・ビン等の措置も必要

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更・追加・その他 備 考 
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て地上に横たわっているプレーヤーの上に、またはその

ようなプレーヤーを越えて故意に倒れ込んではならな 

い。 

 

罰 ペナルティキック 

 

 

 

【追加】 

(d)ブリッジング、ダイブ・イン、または、頭を腰より下げ

る姿勢でボールをプレーしようとすること 

(e) 地面、または地上に横たわっているプレヤーにもたれ

かかってプレーしようとすること 

 

罰 ペナルティキック 

 

 

第15条 タックル 
【原文】 

5 タックラー 

(a) プレーヤーが相手側プレーヤーをタックルして双方が地

面に倒れたとき、タックラーは直ちにタックルされたプ

レーヤーを離さなければならない。 

(b) さらにタックラーは直ちに立ち上がるか、タックルされ

たプレーヤーとボールから離れなければならない。 

(c)タックラーはボールをプレーする前に立ち上がらなけれ

ばならない  

 

罰 ペナルティキック 

 

6 タックルされたプレーヤー 

(a) タックルされたプレーヤーはプレーの継続のため、直ち

にボールをプレーできるようにしなければならない。 

(b) タックルされたプレーヤーは直ちにボールをパスする

か、ボールを手放さなければならない。さらにそのプ

レーヤーは直ちに立ちあがるか、ボールから離れなけれ

ばならない。 

(c) タックルされたプレーヤーはボールをいずれかの方向に

置くことによってボールを手放すことができる。ただし

動作は直ちに行わなければならない。 

(d) タックルされたプレーヤーは地面上でいずれかの方向に

ボールを押し進めること（前方にではなく）によって

ボールを手放すことができる。ただし動作は直ちに行わ

なければならない。 

 

 

 

 

《補足》 

併せて、ボールに位置から離れた位

置でのスイープ・プレーやボールの

前に立ちはだかるプレーもオブスト

ラクションとなる。 

 

 

 

 

《補足》 

プレーヤーは、自分の足で立ってプ

レーしなければならない。 

 

 

 

 

 

《補足》 

タックラーおよびタックルされたプ

レーヤーは、タックル成立後、ただ

ちにボールや相手を放し、かつ、離

れること。 

 

《補足》 

タックラーおよびタックルされたプ

レーヤーは、一旦、立ち上がってか

らプレーに参加すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更・追加・その他 備 考 
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（注）国内高専・高校以下用   

  「スクイーズボール」をしてはならない。 

  タックルされたプレーヤー、あるいは地面に倒れたプ

レーヤーが、身体と地面の間にボールを確保し脚の間か

らボールを後方に押し出すプレー（「スクイーズボー

ル」）をしてはならない。 

 

(e) 立っている相手プレーヤーがボールをプレーしようとす

る場合、タックルされたプレーヤーはボールを放さなけ

ればならない。 

 

 

 

 

 

 

(f) タックルされたプレーヤーが惰性でインゴールに入れ

ば、そのプレーヤーはトライまたはタッチダウンをする

ことができる。 

(g) プレーヤーがゴールライン付近でタックルされた場合、

これらのプレーヤーは直ちに手を伸ばしボールをゴール

ライン上またはゴールラインを越えてグラウンデイング

し、トライまたはタッチダウンすることができる。 

 

罰 ペナルティキック 

 

(h) タックルされたプレーヤーは、故意にボールをタッチに

置いてはならない。タックルされたプレーヤーは、故意

にボールをタッチに押し出してはならない。 

 

罰  反則の地点に対向する15メートルラインの地点でペナ

ルティキック   

 

7 その他のプレーヤー 

(a) タックル後は、他のいずれのプレーヤーも立っていなけ

ればボールをプレーすることはできない。立っているプ

レーヤーとは、地面、または地上に横たわっているプ

レーヤーにもたれかかっていないプレーヤーのことであ

る. 

(b) タックル後は、立っているプレーヤーはいずれも、ボー

ルキャリアーからボールを奪おうとしてもよい。 

(c) タックルの地点、またはタックルに近接した地点で、

ボールをプレーする他のプレーヤーは、ボールの後方、

かつタックルされたプレーヤーまたはタックラーのどち 

 

 

 

 

《補足》 

「スクイーズボール（亀ラック）」

はいかなる状況においても危険なプ

レーである。 

 

《補足》 

タックルされたプレーヤーは、前述

（c）により『ボールをいずれかの方

向に置くことによってボールを手放

すことができる』（ワンプレーでき

る）とされているが、立っている相

手プレーヤーがボールをプレーしよ

うとする場合は、立っているプレー

ヤーが優先する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《補足》 

『その他のプレーヤー』とは、『ア

ライビング・プレーヤー』と表現さ

れることが多い。 

 

 

 

 

《補足》 

『タックル・オフサイド』(仮称） 

 タックラーおよびタックルされた 

変更・追加・その他 備 考 
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らかで自陣ゴールラインに近い方のプレーヤーよりも後

方から、プレーしなければならない。 

 

罰 ペナルティキック 

 

 

 

 

 

 

 

(d) タックルの地点でボールを獲得したプレーヤーは、直ち

にボールをプレーして、ボールをいずれかの方向に手放

す、パスする、あるいはキックしなければならない。 

 

罰 フリーキック 

 

(e) 最初にボールを獲得したプレーヤーは、相手プレーヤー

にタックルされた場合を除き、タックルの地点、または

タックルに近接した地点で地面に倒れてはならない。 

 

罰 ペナルティキック 

 

(f) タックルの地点、またはタックルに近接した地点で、最

初にボールを獲得したプレーヤーは、相手プレーヤーが

ボールの後方、かつタックルされたプレーヤーまたは

タックラーのどちらかで自陣ゴールラインに近い方のプ

レーヤーよりも後方から、プレーする限りは、その相手

プレーヤーにタックルされることが有り得る。 

 

罰 ペナルティキック 

 

(g) タックル後は、地上に横たわっているプレーヤーはいず

れも相手側プレーヤーがボールを獲得しようとするのを

妨げてはならない。 

(h) タックル後は、地上に横たわっているプレーヤーはいず

れも相手側プレーヤーをタックルしたり、タックルしよ

うとしてはならない。 

  

罰 ペナルティキック 

 

★例外  ボールがインゴールに入った場合 

ゴールライン近くでのタックル後、ボールが手放されイ 

ンゴールに入った場合、地上に横たわっているプレー

ヤーを含め、プレーヤーはいずれもボールをグラウンデ 

 

プレーヤー以外のプレーヤーは、真

後ろの方向から参加すること。 

 

 なお、『タックル・オフサイド』

という用語は、ルールブック上の正

式な用語ではなく一般的に使用され

ている言葉であり、厳密に言えば、

（c）に対する反則は『オフサイド』

ではないが、その反則に対する再開 

は、『オフサイド』と同じく、相手

ボールのペナルティキックである。 
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イングすることができる。 

 

(i)タックル後 

  相手側プレーヤーは、ゴールライン上またはゴールライ

ンを越えてボールをグラウンデイングしようと手を伸ば

してトライしようとしているタックルされたプレーヤー

からボールを奪ってもよい。ただし、相手側プレーヤー

はボールをキックしてはならない。   

 

 

第16条 ラック 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第17条 モール 
6 モールの終了（スクラムヘの移行） 

【原文】 

 (d)モールが停止したままであるか、前進が止まり５秒経過

しても、ボールが動いていることをレフリーが目で確

認できる場合には、ボールが出るために適当な時間の

余裕をレフリーは与えてもよい。適当な時間内にボー

ルが出なければスクラムが命じられる。   

 

 

 

 

 

第19条 タッチおよびラインアウト 
【変更】 （試験的実施措置） 

 (1) ラインアウトに参加できるプレーヤーは7人以内であ

る。ただし、この人数は、14才未満のゲームには適用

されない。 

 (2)ラインアウトは、タッチラインより15メートル以内に、 

双方それぞれ2人から5人により形成されなければならな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《補足》 

ラック形成時にボールの前方に立ち

はだかったり、ラックに参加、また

は参加しようとしている相手側のプ

レヤーを不当にスイープしてはなら

ない。（前出） 

 

《指導項目》 

ボールが出ないと判断すれば安全面

も考慮し早めに笛を吹き、スクラム 

を命じる。 

 

 

 

 

 

《補足》 

モールが横あるいは後ろに動いてい

る場合、前進は止まったものと判断

する。 

 

《指導項目》 

レフリーは、「ユーズイット」や

「出して」など、プレーヤーにボー

ルを動かすよう声をかける。 

 

 

 

【原文】（ジュニア・ラグビーの競技規則） 

 (1) ラインアウトに参加できるプレー

ヤーは7人である。 

 

 (2)ラインアウトは、タッチラインよ    

り10メートル以内に、双方それぞ 

変更・追加・その他 備 考 
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い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

罰 ラインオブタッチの線上タッチラインから15メートル

の地点においてフリーキック 

 

 

 

7 ラインアウトの形成 

【変更】 

 (h)ラインアウトプレーヤーの立つ位置 

先頭のラインアウトプレーヤーは、タッチラインから5

メートル以内に立ってはならない。最後尾のラインアウ

トプレーヤーの立ち位置は、タッチラインから15メート

ルを越えてはならない。その他ラインアウトプレーヤー

は、この2点の間に立たなくてはならない。 

 

罰 ラインオブタッチの線上タッチラインから15メートル

の地点においてフリーキック 

 

 

【変更】 

 ラインアウトの中で発生した反則やレイトチャージその他

不正なプレーなどで、競技規則においてタッチラインから

15メートルに地点で与えられるペナルティキックは、タッ

チラインから10メートルの地点で与えられる。 15メート

ルの地点で与えられる。 

 

 

れ5人により形成されなければな

らない。 

 

 

《補足》 

本来、ラインアウトに参加できるプ

レーヤーは、 

・投げ入れるプレーヤー（相対する 

 プレーヤー）、 

・ボールをパスアウトする役目のプ   

 レーヤー、 

・5人のライアンアウトプレーヤー 

の計7人であるが、本大会においては

試験的実施措置としてラインアウト

プレーヤーを2人以上5人以下とし、

その人数はボールを投入する側が決

定し、5人より少なくする場合は、相

手側に必ず伝えることとし、また、

レフリーは相手方が人数をそろえる

ための時間を与えなければならな

い。 

 

《補足》 

ライアンアウトのクイックスローイ

ンは認められない。 

 

【原文】 

 (h) ラインアウトプレーヤーの立つ位

置 

先頭のラインアウトプレーヤー

は、タッチラインから5メートル以

内に立ってはならない。最後尾の

ラインアウトプレーヤーの立ち位

置は、タッチラインから15メート

ルを越えてはならない。その他の

ラインアウトプレーヤーは、この2

点の間に立たなくてはならない。 

 

 

《補足》 

再開の位置はタッチラインから15

メートルの位置となる。 
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9 ラインアウトにおける制限 

【原文】 

 (i)投げ入れる前のサポート 

プレーヤーは、ボールが投げ入れられる前に、ボールに 

向かって跳び上がったり、または味方のプレーヤーをサ

ポートしてはならない 

 

罰 ラインオブタッチの線上タッチラインから15メートル

の地点においてフリーキック 

 

【原文】 

 (j)ウエストより下へのプレグリップ 

味方プレーヤーのウエストよりも下をプレグリップして

はならない。 

 

罰 ラインオブタッチの線上タッチラインから15メートル

の地点においてフリーキック 

 

【変更】 

 (k)ウエストより下へのサポート 

跳び上がる味方プレーヤーのウエストよりも下をサポー 

トしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

罰 ラインオブタッチの線上タッチラインから15メートル

の地点においてペナルティキック 

 

【原文】 

 (l)プレーヤーを地上におろす 

跳び上がる味方プレーヤーをサポートするプレーヤー

は、どちらかの側のプレーヤーがボールを獲得すればす

ぐに、そのプレーヤーが地上におりるまでサポートし続

ければならない。  

 

罰 ラインオブタッチの線上タッチラインから15メートル 

 

 

 

《補足》 

跳び上がったり、サポートしたりで

きるのは、投げ入れるプレーヤーの

手から、ボールが離れてからであ

る。 

 

 

 

《補足》 

プレグリップ（跳び上がるよりも前

に跳び上がるプレーヤーをつかむこ

と）の位置について。 

 

 

 

 

【原文】（19才未満標準競技規則） 

 2003年ルール改正により19才未満標

準競技規則より下記（K）は削除 

(k)ウエストより下へのサポート 

跳び上がる味方プレーヤーのウエ

ストよりも下をサポートしてはな

らない。 

《補足》 

2003年のルール改正により19才未満

でもウエストより下をサポートでき

るようになったが、ジュニアラグ

ビーにおいては、今年度はウエスト

より下のサービスオートは禁止とす

る。 

《補足》 

サポートの位置は、ベルトの高さす 

る。それよりも低い位置は危険なプ

レーである。 

 

 

《補足》 

跳び上がるプレーヤーの安全のた

め、いづれかのプレーヤーがボール

を獲得した後は、すぐに地上に降ろ

し、また、着地するまでサポートを

し続けること。 
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   の地点においてフリーキック 

 

 

 

 

【変更】（ジュニア・ラグビーの競技規則） 

 注意事項： 

 負傷者に対する対応はスクラムにおいて示したとおり

であるが，負傷一時対象者がいる間に生じたラインアウ

トについては以下のように行う。 

 

 

(ⅰ) 投入側に負傷者一時退場者がいて，ラインアウトに

並ぶプレヤーが5人より少ない場合は，投入しない側

は投入側の人数にあわせる。 

 

(ⅱ) 投入しない側に負傷一時退場者がいて，ラインアウ

ト並ぶプレヤーが5人より少ない場合は，投入側は投

入しない側に人数を合わせる必要はない。 

 

 

 

 

 

第20条 スクラム 
【原文】（ジュニア・ラグビーの競技規則） 

(1) スクラムは、双方共に5人で形成し、いかなる場合もこ

の人数を越えてはならない。 

(2)安全のためにそれぞれのフロントローは、組み合う前に 

  相手の上腕にふれなくてはならない。 

(3)ロックは、お互いが必ずバインドし、外側の腕は必ずプ

ロップの腰をまくように、組まなければならない。 

(4) スクラムで1メートルの移動があった場合は，元の位置

で再びスクラムを組む。 

(5) ボールの投入は，ハーフのいずれかが行い，ボールを投

入するハーフ（プッター）は，投入後は直ちにオンサイ

ドの位置に戻らなければならない。もう一人のハーフ

（パッサー）は，ボール投入時に必ずスクラムの後方に

位置し，スクラムから出てくるボールの最初のプレヤー

でなければならない。 

 

【変更】 

(6) パッサーの役割を果たすハーフは，ボールがスクラムに

入っている間あたかもボールがスクラムから出たような

素振りをしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

【原文】（ジュニア・ラグビーの競技規則） 

注意事項： 

 負傷者に対する対応はスクラムに

おいて示したとおりであるが，負傷

一時対象者がいる間に生じたライン

アウトについては以下のように行

う。 

(ⅰ) 投入側に負傷者一時退場者がい

て，ラインアウトに並ぶプレヤー

が5人より少ない場合は，投入しな

い側は投入側の人数にあわせる。 

(ⅱ) 投入しない側に負傷一時退場者

がいて，ラインアウト並ぶプレ

ヤーが5人より少ない場合は，投

入側は投入しない側に人数を合わ

すことなく，5人並ばなくてはな

らない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【原文】（ジュニア・ラグビーの競技規則） 

(6) パッサーの役割を果たすハーフ

は，ボールがスクラムに入ってい

る間あたかもボールがスクラムか 
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  パッサーは速やかにボールをパスアウトしなければなら

ない。 

 

(7) ディフェンス側のハーフについては，下記第24条を参照

のこと 

 

 注意事項： 

(ⅰ) パッサーが故意でなく最初にボールをプレーするこ

とができなかった場合，パッサーを越えたボールにつ

いては，いかなるプレヤーもプレーすることができ

る。 

(ⅱ) スクラムで相手ボールを獲得した場合，獲得した側

のチームはスクラムを形成しているプレヤー以外のど

のプレヤーも，スクラムから出たボールをプレーする

ことができる。 

(ⅲ) 負傷者が出て，そのプレヤーが試合続行可能である

と判断される場合は，レフリーはそのプレヤーがプ

レーに参加できるまでゲームを止めて待つことを原則

とする。ただし，プレー参加のためのプレヤーへの応

急処置に時間を要する場合には，レフリーはゲームを

再開し，そのプレヤーがゲームに復帰するまでの間に

生じたスクラムについてはこれを行わず，本来スクラ

ムにボールを投入する側のフリーキックで代替する。

この際のフリーキックはタップキックとし，タップ

キックしたプレヤーは必ずボールをパスしなくてはな

らない。また，タップキックは防御側（タップキック

を行わない側）が10メートル後退し，防御の態勢を

とって静止するまで行わない（レフリーがコントロー 

  ル）。（試験的実施） 

 

罰 (2)、(5)、(6) の規定に対する反則は、反則の地点にお

いてフリーキック 

 

【追加】 

 (8)スクラムはレフリーの4段階の声、即ち 

・クラウチ 

・タッチ 

・ホールド 

・エンゲージ 

で組む。 

 

 

 

 

 

 

ら出たような素振りをしてはなら

ない。 

 

《補足》 

いわゆる、“キープ”させず、早い 

展開を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《補足》 

(a)クラウチ 

前3人は、しっかりと腰を落とす。

ロックのくびはフロントローの腰

と腰、またはお尻とお尻の間に入

れ、お互い内側のひざを地面につ

き、クラウチの段階でひざをあげ 

る。また、ロックはおのおの内側

の腕を味方ロックにバインドしな 
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ければならない。 

(b)タッチ 

プロップが相手との安全な距離を 

とるためにお互い相手の上腕に軽

く触れることとし、相手をつかん 

 

だり、突っ張ったりさせないよう

にする。 

(c)ホールド 

この時点で、一度、全員が頭を下

げない姿勢で止まって安全である

ことを確認する。不安定な状態で

スクラムを組ませることは事故の

元となる。 

(e)エンゲージ 

スクラムは、レフリーの“エ”の

タイミングで強く早くコールして

しっかりと組ませ、体重をかけ合

わさせる。（ノープッシュ） 

 

《補足》 

スクラムは5人の1パックで組み、頭

が腰の位置より下がらないようにす

る。 

 

《補足》 

フッカーはオーバーバインドで組

む。 

 

《補足》 

フロントローの肩の線が真っ直ぐに

なるようにする。肩に位置（身長

差）をあわせるために、両手を横に

上げて右足を出し、低く前かがみに

なり組み合うまでその姿勢を保つよ 

うにする。 

 

《補足》 

フロントローは、フッカーのポジ

ションに対し、両プロップはおのお

の後方45度からフッカーに体を密着

させるように組み、しっかりとバイ

ンドする。 
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【追加】 

(9)ボールが一回で投入できない場合、二回目以降の投入に

対して投入側のフッカーのみがフッキングできるものと

する。 

 

罰 反則の地点においてフリーキック 

 

《指導項目》 

スクラムの姿勢で、プロップの左右

の足の位置をスクエアー（前後しな

い）にして、スパイクのスタッドは

全て使うようにする。（足の裏は、 

全体を地面につけるようにする。） 

 

《補足》 

レフリーは、プレヤーがスクラムを

正しく組まなかった場合は試合の早

い段階でフリーキックをとり注意を

与えると同時に、危険だと判断し、

何度も同じ行為を繰り返される場合

は、ペナルティをとる。 

 

《補足》 

スクラムは、お互いにウェイトをか

け合う形で組み合うものとし、組み

合った後は、双方一切押し（引き）

合わないとする。 

 

《指導項目》 

レフリーは双方の体格差などを安全

面より考慮し、ウェイトをかけるこ

とを止めても良い。 

 

《補足》 

時間の停滞を避けるための特別措

置。 

 

《補足》 

これは、ボール投入後、投入側が

ボールを支配できるということでは

ない。 

変更・追加・その他 備 考 


